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　データ数に よ る が最大 3 分程度 。

　　3．3 制限事項

　実験点数 100ま で の ほ か 特 に 制 限 は な い 。

　4． プ ログラ ム の 使用につ いて

　 　 4．1　オ ペ レ ート

　BATCH 処理 に よ る。

　　4．2 応　用

　サ ブ プ ロ グ ラ ム の うち RMSSGL ，　 RMSDBL ，　 SI−

MEQ は汎用に 作 っ て あ る の で 他 の プ ロ グ ラ ム に もそ

の まま用い られ る。

　1） SUBROUTINE 　RMSSGL （X ，　F ，　LF ，　ND ，　B，

　　JX ，
　NK

，
　CS，　JS）

　　X （ND ） ：独立変数

　　F（ND ）　：従属変数

　　LF （ND ）：デ ータ F の 適 否 を示 すLOGICAL

　　ND 　　 ： データ数

　　B（NK ） ：多項式 の 各項 の 係数

　　JX（NK ）：多項式 の 各項の 次数

KSNC

JS

2）　SUBROUTINE

　　ND ，　B，　JX ，
　JY ，

　NK ，　CS，　JS）

　X （ND ），
　 Y （ND ）　 ：独 立変 数

　JX（NK ），　 JY（NK ）：多項式 の 各 項 の次 数

　他 は RMSSGL と同 じ 。

3） SUBROUTINE 　SIMEQ （A，　KKK ，　LLL ，　NK ，

：多項式 の 項 の 数

：標準偏差 の 倍数 （有効 データ範囲を指

定）

：計算 の 結果不良 データの 有無 を示す指

数

　　　　　RMSDBL （X ，　 Y ，　 F，　 LF

　　　NL ）

　　A （KKK ，
　LLL ）：未知数 の 係数 と定数項 と の 行

　　　列，DOUBLE 　PRECISION ， 計算上誤差 とみ

　　　なす限界 は A の 最大値 の 10−iS 倍に と っ て あ る。

　　KKK ，
　LLL ： A の DIMENSION

　　NK ：計算す るA の 元 数 。

　　NL ：NK 十J。 通常は　J＝ 1 で ある が ， 係数行列

　　　が同
一

で 定数項 の み が 異な る 」組 の 連立方程式

　　　が あ る場合に は NK ＋ 1 か ら NK ÷ J まで に そ

　　　の 各 々 の 定数項 を入 れ て お け ぼ， 1 回 の 演算で

　　　」組 の 解が 同 時 に 求 め られ る。

　　4．3 他機種へ の 移行

　上 の SIMEQ で は，他 の プ ロ グ ラ ム の 大ききに もよ

る が ，
50元程度 の 連立方程式 は十分 に 解 ける 。 そ れ 以

上 は ドラ ム を使用 した プ ロ グ ラ ム に 書き直 し ， 係数 の

性質 に よ っ て は 精度 の 検定 をす る必要があ る と思われ

る 。

　5． あとがき

　汎用性 の あ る サ ブ プ ロ グ ラ ム を作 る こ とは非常に 大

切で ある 。 上記 の SIMEQ などは 数年前に 作 っ た もの

で ある が， 所内の 多 くの 人 々 に 利用 さ れ て い る 。 この

様に して プ ロ グ ラ ム 開 発 に 要す る時間の 重 複 し た ム ダ

をで きるだ け省 く努力が必要であ ろう。
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4． 翼 端 剥 離 を起 した 小縦 横比 翼 の 計算 プ ロ グ ラ ム

運動性能部　 野 中 晃　 二

　1． プ ロ グラム の 目的および概要

　小縦横比翼に お い て は 揚力 の 大部分 を翼端渦が支配

す る が，矩 形翼 に お い て もそ の 翼端渦 は 三 角翼に わ い

て よく知 られ て い る前縁剥離渦 と同様 に 翼面上で 巻 き

あ が っ て
一

対 の 渦 の 核 を 作 る事 が 知 られ て い る 。

　 こ の プ ロ グ ラ ム は ， そ の よ うな 流 れ の 場 を近 似 す る

簡単化 した mode1 を 考 え ， 翼面上 の 圧力分布や 渦の

核の 位置 を求 め よ う・とす る もの で あ る 。

2． プ ロ グ ラム の 内容

　2．1　プ ロ グ ラ ム の 番号，名称

　　45−019　小縦横比翼 の計算（1）

　2．2 製作者

　　運 動 性 能部　野 中晃二

　2．3　製作 年月

　　昭和45年 8 月

　2．4　計算の 基礎 と な る理 論 の概要

（352）
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図
一1

　bound　vortex は翼巾方向｝こ
一

定 とし， 翼端 で feed

vortex を通 して core 　 vortex へ 吸収 され る もの と し

て ，図
一1の よ うな model を考 え，こ の vortex 　system

に よ る 各点で の 誘導速 度を計算 し ，

　（1） 翼巾方向に わ た っ て の 流れ の 平均値 が 翼面 に 沿

　　 う。

　（2） 翼面上 の core 　vortex と・feed　vortex に 働

　　 く渦面に 垂直方向の 力 の 和が 零。

とい う条件か ら出て くる連立非線型積分方程式 を逐次

近似 法 で解 く。 詳し くは 文献（1）参照 。

　　2．5　計算 の 手順

　図
一2　 フ ロ

ーチ ャ
ートに 示す 。

　　2，6　プロ グ ラ ム 用 語お よ び計算機種

　FORTRAN −IV ，
　 FACOM 　270−20

　　 2．7　入　力

　 必 要な入 力データ は 次 の とお り。

ML 　　　　計算す る翼数

MA 　　　　計算す る 迎角数

M1 　　　　 翼弦方向分割点数

N1　　　　 翼巾方向分割点数

EDEL 　　　δ の 分割

EPSSS 　　 収束判定用 の 値

FLL （1）　　翼弦長

ALL （1 ）　 迎角 （度）

2．8　出　力

Ul，
　V1 ，

　W1

CPU ，　CPL

DCPPPDELCN

　1

翼面で の 誘導速度分 布

翼上 面，下 面 で の 圧 力分布

揚力分布

bound　vortex 分布

core 　 vortex の 傾 き

揚 力係数

「〜〕

　START

INPUT 　DATA

δ仮定

upwash の 係 数行 列

1
…

bound　 vOrtex γ図

core 十feed　 vortex に i動く力F

NO
FEO δ修」1二

YES

圧力，揚力分布

OUT 　 PUT

　 STOP

CMlCP

　1

図一2

モ ーメ ン ト係数

圧 力中心 位置

3． プロ グ ラ ム の 検定

　　3．1　計算精度お よび誤差

　最終結果 の 有効数字 3桁を 目標と し ， 連立方程式 を

解 く場合 と若干 の 変数 を倍長 精 度 と し た 。

　　3．2　計算所要 時 間

（353）
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　M1 ＝ 11，　 N1 ＝ 11で 1 回の くり返 しに ほ ぼ 15分か か

り，ア ス ペ ク ト比 ， 迎角に よ りくり返 し囘 数 は か な り

変化す る 。

　4． プ ロ グラム の使用法 に つ い て

　　4．1　オ ペ レ ート

　実行 は BATCH 処 理 に す る 。

　5． あ とがき

　渦の核の位置は ほ ぼ観測結果 と合 うが ， 圧力分布 に

つ い て は 満足すべ き もの で は な く，さ らに 皿 odel の

改良が 必 要 で あ る 。
’、

　　　　　　　　参 考 文 献

1） 野中晃二 「翼端剥離を起 した小縦横 比 翼 の 計

　算」 第16回船研研究発表会講演概要 ，
1970．11

5． 水路 内の 2 次元 柱 状体まわ りの 流れの 計算プ ロ グ ラ ム

運 動 性能 部　菅 信

　1． プ ログ ラ 厶 の 目 的および概要

　図
一1　の よ うに ，平行 な壁 に は さ ま れ た

一
様流 の 水

路 の 中心 線上に ，そ の 中心 線 に つ い て 対 称な 任 意 の 断

面形 を もつ 柱体が置か れ た場合の 流場を 2 次元 ポ テ ン

シ ャ ル 流 と し て 扱い ， 物体表面上 の 流速 ， 圧力，及 び

物体 の 附加質量 を 計算す る もの で あ る 。

　　　　　　　 図一1 水路内 の 物体

2， プ ロ グ ラ ム の 内容

　 2ユ 　プ ロ グ ラ ム の 番号 お よ び 名称

　 　 45−027

　　 Potential　Flow 　 about 　 a　 Two 　 Dimensional

　　 Body　 in　a 　Channe1

　　2．2 製 作者

　　 運 動徃能部 菅 信

　　2．3　製 作年月

　　　昭和45年 g 月

　　2．4　計算 の 基礎 とな る理 論 の 概 要

　物体表 面上 の 吹 出 し分布

　　　　　　　 e＝ PIF 　 （F ＝：　V　1
−
＋ （Ra／R ）

2
）

を決 め る積分方程式 は 次 の よ うに 表 わ きれ る。

（354）

・ （・）＝ 一・脅（・）場「〜；即
’

）・跚 ・w …
（1）

こ こ で

Ke（θ，θ
’

）＝ 　
π

　R
’
〔｛（cos θ十 sin θ・RefR ）sinhB

　 　 　 　 　 h
　 十 （sin θ一cosO ・Re／R ）sinA ｝／（coshB

− cosA ）

　 十 ｛（cos θ十 sin θ。Re／R ）sinhB
− （sin θ一cos θ ・

　Ro／R）sinA ｝／（coshB
− cosA ）〕　・・・・・・・・

・・・…　t・・t…　（2）

フ”（θ）； Vo（cosO 十 sin θ・Re／R）………　
…・・…・一・…・…

（3）
　 　 ケ　　　　　　　　　　　　　　　　　　

−
　　　　

A ＝

÷（R
’
si””

’− Rsina）・
A ＝

τ
（R

’

si”et＋

R ・i・ ・）・
B −

÷（R
’

・・S θ一 R ・・ S θ）……… （4）

　積分方程式（1）を解い た後 で ， 攪乱 流の r 方向成分 v

と θ方向成分 Ve は 次 の 式 で 計算さ れ る 。

Vr 一 号・表・去∫：P 既 〃 ・ Ve − 一£ ・

莞・張・毒∫裨 w …・・………………・…（・）

　 こ こ で P ，
二 P （θ

ノ
） お よび

K ・
・一 一

翻 （
C ° S θ

韶 鶉 書 
’蛭

・
蝉

器 £ 濫
smA

）
・
　

一…… 

鰯 一

壱÷cS’n °

譜認 譜
s’nA

＋
sin θ

器諜 象
s’nA

）…・・…・・……一 …

で … 励 係数 … （ρ一飼 ／壱・v ・
z ・

　 V ア
・＝ VoCOS θ十彷 ・，

Ve ＝ − Vosin　O≒トVe 　と して 　Cp＝1− （Vr7Vo ）
2

　
−

（Ve／Vo）
2

で あ る o

　　単位 長 さあ た りの 附加 質量 m
’

は

・
r

一

爺 1；乳岻 P ・働
’ 一 …………（・）
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